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話；（）内ほ塩酸エメチン単独使用例の再記
4（2） 1（1） 3（1）24（13）
長崎県下の肺ヂストマ症治療成鰐　　　　　　　　　　　　　．1499
る場合との比較は第8表に京す通りである．すなわ
ち治癒率の序で早ま両者の問にほとんど差異ほ認めら
れないが，再発乃至悪化の点でほ毎日使閏例の方が
少い．
千メテンの注射方法印こ皮下注第例（13例）筋肉
注射例（5例）並びに静脈注射例（4例）とを比較
してみたが′　三者の問に特記すべき差異ほ認めなか
てつた・．
スチブナ←ルの場合ほ第4表に見るように7例中
6例までが隔日注射であり，6例中治癒しためは2
例に㌻ぎないが，毎日注射の1例ほ治癒して再発を
認めない・　　　　　　　　　　　　　　　。
D）つ現病より治療開始までの期間
発病より治療開始までの期間と治療効果との関係
ほ第9表に京ナ通りである．すなわちエメチシ使周
の場合についてみると，．例数ほ少いが，上記期間の
永いものの方が漁癒率もよく，再発率も少t、と云う
感をうける．
E）年　　　　令
年令と治癒率との間にほ一定の関係は恕められな
し、・
絶つ括並びに考察
前項において治療成績並びに遠隔成績に関
する概要を述べ，使庸贋剤の種鳳・使用量，
使用方湊，・発病より治療開始までの期間など
より吟味したのであるが，以上の諸点に閲し
若干綜合的考察をも加えてみたい．
エメチンとアンチモン剤との併用が，治癒
率がよく再発率の少い点セ，エメチン単独療
迭より優れているが，＿エメテン及びアンチモ
ン剤はそれぞれ単独療法の場合においても相
当の治療効果を挙げ得た報薯示相当見られる
点より，両者の併用がェメチシ単独療法に優
れていることほむしろ当然であろう．
スチブナール使用例がェメチ・ン使用例に比
し治癒率が悪いのは，はとんどの症例が隔日
使桶せられているためではあるまいか．隔日
使用でも使用量の多いものは治癒している・
1例ではあるが連日使用した症例は治癒して
再発を見ていない．近藤がスチブナール単独
使用でほとんどすべての症例が肺ヂストマ卯
陰性となったと報告しているのはすべて毎日
使用例である．従って連日使用すればスチブ
ナTルでも相当の成績を収めることが出来る
であろう．
．使月ヨ薬剤量が多いもの捏治癒率が多い筈だ
と考えられがちであるが，実際においてほ症
状が一定でないために，薬剤使用量が多いと
云うことは却って治癒し難いと言う意味が多
分に含まれていると考えても差支えあるまい．
従って使用魔量が多い程治癒率が多いと云う
ことは当らない．逆に使用案量が少くて済む
陛軽症であろとも考えられろのである－，
ェメチンの毎日使用例と隔日使相例・とでは
治癒率の点ではほとんど差異を認めないが，
再発乃至悪化率の点でほ隔日使用例の方がや
や高率を示している・注射の部位別による効
果に関してほ，エメチンの場合はよく静経で
なければ効果が少いと言われているが；私共
の調査では静注例と筋注例上が少かったため
か皮下注射例と前二者との三者間において墳
記すべき相違は発見することが出来なかった・
発病より治療開始までの期間が短い程，治
療効果が大であると考えられがちであるが，
一般に発病より治療開始までの期間の永いも
のほ症状も進行しがちであり，従って徹底的
に治療されることが多いためか治癒率も却っ
てよく，再発率も少いと云う結果になってい
る．この点横川らの成績と一致しており興味
ある点でもある．
エメチンの使用方法と発病より，治療開始ま
での期間とを同時に考える時，発病早期に使
相葉総量が相当量になるまで連日治療を続行
すれは，治癒率はよく再発率は少いゃあろう
ことほ想像せられる・私共の調査で発病後2
ケ月以内に治療を開始し連日エメチシ療法を
行った6例（第1例∴第2例，第5例，第6
例，第7例，第16例）の中5例は治癒して南
発がない．治癒しなかった1例（第7例）ほ
エメ1チンの使用絶景1・44gに達していて・も症
状が僅かに軽快したに過ぎなかった点と本曜
例が韓国人であることより，一本症の再感染例
と考えられる点も多分にあ牒わけでぁる・
＼
1500 後　　藤・田　　中
・私共の調香でエメチン単独よりもアンチモ
ン剤併用の方が再発乃至悪化率の少い点阜，
宮川らによるズルフォンアミド剤ほエメチン
の肺内蓄積を高めるに役．立つと言う点とを
考え併せるならば，本症におけるェメテンと
アンチモン剤放びにズルフォンアミド剤の三
者併用が，結核におけるスト・マイ，パス，
ヒドラジツト三者併用にも比すべきものでほ
ないかとも考える．従って発病後可及自勺早期
に副作用に耐えられる範囲においてこれ等三
者の薬剤を併用することが望ましいのではあ
るまいか．一方において百瀬により基礎的研
究が行われているアタリノールや超短波など
が臨林に応用される日を期待している・
結．
肺ヂストマ症の治療に関してほ種々試みら
れているが，現在まで根治的治療法として一
般に認められているものほない．私共ほ長崎
県下で主として終戦後に治療せられた肺ヂス
トマ症り中で資料の揃った31例について使糊
薬剤の種顎，使用量及び使用方法，発病より
治療開始までの期間などの点より成績を塾甥
発病後5－6年後にエメチン単独療旗で治
癒して再発なき第3例や，発病後4年目にス
チブナールとカルバミジン併用により治癒し
て再発なき第31例などより考えるとき，本症
は必ずしも治癒困雑なる疾患とばかりも言え
ないようである・
次に再発の問題であるが，これほ治療後相
当の長年月を観察しなければうんぬんされな
い問題である．宮川によれはェメチン療法は
一時有効なるも必ず再発すると云うが，治療
後数年問あるいは十数年問自覚症状もなく且
つ虫卵も証明されない症例が相当数存するこ
とも亦事実である．
語
し若干の考察を試みた．
従来の文献と私共の調薬成績とより併せ考
える時，本症の治療接としては発病早期に塩
酸エメチン，アンチモン剤及びスルフォ‾Yア
ミド剤の三者併相を行い，虫卵消失後もしば
らく治療を続行することが望ましいのではあ
るまいか．
（欄筆するに当り横田教授の御校閲に対し深謝すると共に，本調査に御協力下さった実地医家
あ方々の御好意に感謝致しまナ）
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